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19 月 29 木 9 月
20 火 30 金 10 火
21 水 311 土日 11 水
22 木 2 月 12 木
23 金 3 火 13 金
2425 土日 4 水 1415 土日

26 月 5 木 16 月
27 火 6 金 17 火
28 水 78 土日 18 水

期末考査（国語・音楽・美術）給食なし

（サンプルカバンの一つ）

なお、名札も来年度から３年間、縫い付けタイプや刺しゅう
タイプでも可とする移行期間といたします。

　現在、名札は縫い付けタイプ（主に
冬服）や刺しゅうタイプ（主に夏服）で
すが、来年度の新入生からクリップ
タイプ（着脱可能タイプ）の名札に変
更します。朝、登校したときに教室で
名札をつけ、帰る時には名札を外し
教室において帰る方式に変更いたし
ます。

名札も令和８年度の新入生から着脱可能タイプへ変更しま
す。

　来年度、入学する一年生から通学カバンを現行タイプから
リュックサックタイプに変更する予定です。カバンの候補は
８つあり、生徒全員による投票、保護者の方々の投票、先生
方の投票によって決めたいと思います。保護者の方々には
1学期の保護者懇談会の折に見ていただき、投票してもら
うように考えています。なお、来年度から約３年間、移行期
間として現行タイプのカバンの使用も可とする予定です。

ても素晴らしいものだと強く思います。あいさつは、簡単
な言葉であっても、大きな力があります。コミュニケーショ
ンの第一歩であり、相手に対する敬意や感謝の気持ちを伝
えることができます。また、あいさつをすることで、自分の
気持ちも明るくなり、ポジティブな気分になります。これ
は、周りの人々にも良い影響を与えることができます。毎
日あいさつを心がけてみてください。小さなことかもしれ
ませんが、その積み重ねが大きな変化を生むことがありま
す。あいさつを通じて、より良い学校生活をつくることを
期待しています。

保護者の方へ

教育相談
ふれあい合宿（18日～20日）

教育相談　お弁当の日（沼小・高蔵小運動会代休のため）

〇　現在、本市の部活動についてのガイドライン改定を予定
しております。とりあえず、今年の９月から第１土曜日およ
び翌日日曜日を部活動休養日とする見込みであるというこ
とをお知らせします。

５月１９日～６月１８日までの主な行事予定
教育相談

期末考査（理科・数学・社会）給食なし
4校時まで　避難訓練・部活動激励会

5校時まで
期末考査（技家・保体・英語）給食なし

検尿③

「さあ　本番」
体育大会開催近づく

　５月２３日（金）に行われる体育大
会。スローガン「Nothing is
impossible～不可能はない～」
を掲げ、本番にむけて今練習に励
んでいます。練習初日に「一生懸命
に頑張れば、こんなに楽しいものか
ということを是非実感してほしい」
とお話をしました。

一年生は中学生になって初めての体育大会です。先輩た
ちのきびきびした行動はとても刺激を受けているようで
す。また、３年生にとって最後の体育大会を、仲間と協力し
て心に残る行事にしてほしいと思います。

〇　先日（４月２３日～３０日）の家庭訪問に際し、貴重なお
時間をいただき誠にありがとうございました。保護者の皆
様と直接お話しすることで、より深く生徒たちの状況を理
解し、今後の教育活動に活かすことができると確信してお
ります。皆様のご協力とご理解に心より感謝申し上げます。
これからも、生徒たちが安心して学び、成長できる環境を
提供するために、教職員一同努力してまいります。引き続
きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。　最近の酷暑における熱中症対策の一

つとして、自動販売機を２台設置いた
しました。各家庭から持参した水筒で
足りなければ、自動販売機でペットボト
ルを購入して、十分に水分を補給して
ください。

　各クラスの各専門委員のメン
バーが朝8時より、正門と裏門
と二手に分かれ、あいさつ運動
を行いました。登校してくる友
達に大きな声でさわやかに「お
はようございます」とあいさつ
を行うこの生徒会の活動はと

教育相談

5校時まで　１年ふれあい合宿保護者説明会

陸上大会

体育大会
教育相談
代議・専門委員会
規範教育教室

部活動休養日

校内英検　３年学習定着診断テスト

教育実習2人目開始

自動販売機設置　熱中症対策

朝のあいさつ運動が今年度スタートしました。

沼中だより
　　　　「自律・友愛・進取」

　　「笑顔・あいさつ・思いやり」

「あいさつの大切さ」について

通学用カバン　令和8年度の新入生から変更
予定です。


